
反
対
の
大

き
な
理
由
は
、

小
平
市
の
市

政
運
営
が
、

市
民
参
加
、

市
民
と
の
協

働
と
い
う
点

で
考
え
方
に

相
違
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
措
置

か
ら
契
約
へ

と
い
う
福
祉

の
構
造
改
革

は
、
従
来
の

行
政
が
決
定

平成１５年（２００３年）４月２７日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　　

※
経
常
経
費

毎
年
継
続
し
て
固
定

的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
　

※
国
庫
・
都
支
出
金

使
途
を
特
定

さ
れ
た
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
等

※
療
養
給
付
費

本
人
負
担
額
以
外

の
医
療
費

※
共
同
事
業
拠
出
金

高
額
な
医
療

費
に
対
応
す
る
た
め
、
市
な
ど
保

険
者
が
共
同
で
出
し
合
う
お
金

※
支
払
基
金
交
付
金

国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
等
の
各
保
険
者
か

ら
出
し
合
っ
た
お
金
か
ら
、
医
療

に
要
す
る
費
用
と
し
て
市
に
交
付

さ
れ
る
お
金

に
介
護
保
険
、
支
援
費
制
度
、
保
育

園
等
、
市
民
自
身
の
選
択
に
ゆ
だ
ね

る
こ
と
は
サ
ー
ビ
ス
に
競
争
原
理
が

働
く
の
で
、
差
別
化
へ
の
道
筋
が
、

よ
り
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
３
つ
に
は
、
小
川
町
一
丁
目

西
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
資
金
計
画
を
厳
し
く

見
積
も
り
、
よ
り
慎
重
な
事
業
計
画

を
願
う
。
最
後
に
臨
時
職
員
、
嘱
託

職
員
制
度
に
つ
い
て
、
今
日
で
は
労

働
形
態
が
多
様
化
し
て
お
り
一
律
の

雇
用
条
件
は
成
り
立
た
な
い
。
民
間

で
は
パ
ー
ト
社
員
の
格
付
、
賃
金
格

差
を
設
け
て
い
る
が
、
市
で
も
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

以
上
、
厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、

１０
√ｘ
の
立
場
、
満
点
を
と
る
行
政
運

営
の
み
を
合
格
と
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
認
め
る
立
場

に
立
て
ば
、
よ
り
よ
い
市
政
が
望
め

る
と
確
信
し
、
賛
成
と
す
る
。

2

※
評
価
が
え

資
産
価
格
の
変
動
に

対
応
し
、
税
額
の
基
準
と
な
る
評

価
額
を
適
正
な
価
格
に
見
直
す
３

年
ご
と
の
作
業

※
普
通
交
付
税

市
な
ど
地
方
公
共

団
体
が
標
準
的
な
行
政
を
行
う
た

め
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、
財
源

の
不
足
額
に
対
し
て
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

※
臨
時
財
政
対
策
債

地
方
の
財
源

不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
建
設
事

業
等
以
外
の
経
費
に
も
充
て
る
こ

と
の
で
き
る
、
特
例
と
し
て
認
め

ら
れ
た
地
方
債
（
地
方
公
共
団
体

の
借
金
）

※
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
　
ス
リ

ム
で
開
か
れ
た
活
力
あ
る
市
政
を

目
指
し
小
平
市
が
平
成
９
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
行
財
政
改
革

本
予
算
で
は
、
歳
入
の
基
礎
で
あ

る
市
税
収
入
が
減
額
に
な
っ
て
お
り
、

財
政
構
造
が
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
くに
な
り
つ
つ
あ
る
。

不
安
定
要
因
を
抱
え
る
財
政
運
営
の

中
で
、
起
債
を
市
債
償
還
の
範
囲
内

で
貫
い
て
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

市
政
運
営
へ
の
留
意
点
と
し
て
、

１
つ
に
公
立
昭
和
病
院
の
建
て
か
え
、

エ
コ
セ
メ
ン
ト
事
業
の
負
担
金
、
小

平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
の
焼
却

炉
建
て
か
え
等
、
公
共
施
設
更
新
の

時
期
で
あ
る
が
、
負
担
軽
減
の
た
め

に
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
金
へ
の
積
み

立
て
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
２
つ

各
種
事
業

を
積
極
的
に

盛
り
込
み
、

前
年
度
と
比

較
し
て
、
５

％
増
額
の
積

極
型
予
算
と

し
た
こ
と
は

大
い
に
評
価

す
る
。

大
き
な
特

徴
と
し
て
、

歳
入
で
は
、

根
幹
を
な
す

市
税
が
固
定

資
産
税
の
評

価
が
え
の
影
響
も
あ
り
、
２
年
続
け

て
の
減
少
と
な
り
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
前
年
度
の
２
・
２
倍
を
計
上
し

た
。
さ
ら
に
、
建
設
事
業
に
充
当
す

る
市
債
に
つ
い
て
も
、
小
平
市
の
将

来
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
前

年
度
比
９４
％
の
増
と
な
っ
た
。

歳
出
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ

り
重
点
的
、
効
率
的
に
配
分
す
る
た

め
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
生
活
保
護
費
の
増
や
児
童

扶
養
手
当
給
付
の
平
年
度
化
、
障
害

者
福
祉
の
分
野
に
支
援
費
制
度
が
新

し
く
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
扶
助

費
が
１０
・
３
％
ふ
え
た
こ
と
、
ま
た

活
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
、
市
民
生

活
に
直
結
す
る
事
業
に
留

意
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
現
す

る
た
め
に
、
約
３
億
８
千

万
円
の
経
常
経
費
の
節
減

を
図
っ
た
こ
と
な
ど
、
自

立
で
き
る
体
質
へ
の
転
換

を
求
め
て
進
ん
で
い
る
こ

と
を
評
価
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
に
対
す
る
対

策
は
広
範
囲
に
わ
た
る
こ

と
、
ま
た
、
市
税
収
入
へ
の
対
策
も

重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
す
べ
き
で

あ
り
、
企
業
創
出
等
へ
の
支
援
の
種

ま
き
は
早
急
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

本
予
算
は
、
新
た
な
時
代
の
変
化

に
対
応
し
て
、
市
財
政
を
健
全
化
し

つ
つ
活
用
で
き
る
資
源
は
最
大
限
活

用
し
、
堅
実
で
あ
り
な
が
ら
意
欲
的

自立できる体質への 
　転換を進める姿勢を評価 
自立できる体質への 
　転換を進める姿勢を評価 

〈賛成〉政　和　会 

堅
実
で
あ
り
な
が
ら
 

　
　
意
欲
的
な
予
算
を
評
価
 

堅
実
で
あ
り
な
が
ら
 

　
　
意
欲
的
な
予
算
を
評
価
 

〈
賛
成
〉
公
明
党
小
平
元
気
ク
ラ
ブ
 

　
の
立
場
に
立
っ
た
市
政
運
営
を
 

　
の
立
場
に
立
っ
た
市
政
運
営
を
 

〈
賛
成
〉
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
 

市
民
生
活
の
実
状
を
見
据
え
 

　
　
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
よ
 

市
民
生
活
の
実
状
を
見
据
え
 

　
　
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
よ
 

〈
反
対
〉
日
本
共
産
党
市
議
団
 

反
対
理
由
の
第
１
は
、
市
民
生
活

の
実
状
を
見
据
え
、
市
民
の
暮
ら
し
・

福
祉
・
社
会
保
障
充
実
な
ど
の
市
民

の
願
い
に
積
極
的
に
こ
た
え
た
も
の

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
乳
幼
児

医
療
費
無
料
化
の
所
得
制
限
撤
廃
で

は
、
対
象
の
拡
充
を
求
め
る
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
の
据
え
置
き
、
就
学
援

ま
た
、
市
民
参
加
の
手
続
に
つ
い
て

も
、
旧
小
川
東
小
学
校
の
施
設
利
用

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
検
証

し
つ
つ
、
各
セ
ン
タ
ー
機
能
の
立
ち

上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
一
層
の

市
民
の
意
見
反
映
と
運
営
へ
の
参
加

を
求
め
る
。

反
対
理
由
の
２
つ
目
は
、
地
方
自

治
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
で
あ
る
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
問
題
で
は
、
費
用
対
効
果
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
を
考
え
る

と
、
市
民
の
不
安
に
こ
た
え
る
た
め

に
選
択
性
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

ご
み
問
題
で
は
、
収
集
・
処
理
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
自
治
体
負
担
を

明
ら
か
に
し
、
国
に
対
し
拡
大
生
産

者
責
任
に
基
づ
く
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
見
直
し
を
も
っ
と
積
極
的

に
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
指
摘

し
、
反
対
す
る
。

市は市政運営に対し、 
　市民協働の意識が希薄 
市は市政運営に対し、 
　市民協働の意識が希薄 

〈反対〉緑・生活者ネット 

旧小川東小学校施設をリニューアル
（市民活動支援センター準備室、
子ども家庭支援センター等を設置）

福祉の拠点、小平市健康福祉事務センター

（本会議、委員会、諸会議など） 
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31日 

 
 
 
 
 
 
 
議会報編集委員会 
小平・村山・大和衛生組合議会臨
時会 
三多摩上下水及び道路建設促進協
議会第３委員会 
東京都市公平委員会関係団体協議
会 
三多摩上下水及び道路建設促進協
議会第２委員会 

三多摩上下水及び道路建設促進協
議会第１委員会 
 
 
 
全員協議会 
市議会議員研修会 
総務委員会 
生活文教委員会 
厚生委員会 
東京都十一市競輪事業組合議会 
東京都四市競艇事業組合議会 
東京都市議会議員研修会 
建設委員会 
幹事長会議 
昭和病院組合議会 

小平･村山･大和衛生組合議会 
議会運営委員会 
大分県大分市議会議員視察来庁 
（ふれあい下水道館） 
湖南衛生組合議会 
多摩六都科学館組合議会 
３月定例会本会議初日 
３月定例会本会議２日目（一般質
問） 
東京都三多摩地域廃棄物広域処分
組合議会 
３月定例会本会議３日目（一般質
問） 
３月定例会本会議４日目（一般質
問） 
 

 
 
一般会計予算特別委員会（５日ま
で） 
特別会計予算特別委員会 
総務委員会 
生活文教委員会 
厚生委員会 
建設委員会 
幹事長会議 
議会運営委員会 
３月定例会本会議最終日 
全員協議会 
議会報編集委員会 
東京都四市競艇事業組合議会臨時
会 

1月 

2月 

3月 

い
て
は
、
措
置
か
ら
契
約
へ
と
福
祉

構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、

制
度
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
策
の
展
開
を

強
く
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

努
力
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
５
は
、
市
教
育
委
員
会
の
対
応

が
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
要
望

と
し
て
、
①
３０
人
以
下
学
級
実
現
、

②
耐
震
工
事
の
早
期
完
了
、
③
学
校

図
書
館
へ
の
専
任
司
書
教
諭
設
置
、

④
君
が
代
・
日
の
丸
の
扱
い
等
、
市

や
市
教
委
の
管
理
上
の
立
場
を
先
行

さ
せ
た
対
応
の
改
善
を
強
く
求
め
る
。

な
く
、
原
案
を
市
が
提
示
す
る
形
等

に
市
民
か
ら
批
判
が
あ
っ
た
。

第
３
は
、
行
革
の
名
で
職
員
削
減

が
進
み
、
必
要
な
部
署
に
適
切
な
職

員
配
置
が
さ
れ
ず
、
臨
時
職
員
を
安

上
が
り
に
使
う
な
ど
、
市
民
と
の
協

働
に
相
応
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
４
は
、
厳
し
い
市
財
政
の
実
態

と
原
因
を
市
民
に
示
し
、
そ
の
打
開

に
努
め
、
市
民
の
要
求
に
こ
た
え
る

実
、
第
十
二
小
学
校
の
心
身
障
害
学

級
の
増
設
や
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
開
設
等

市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
福
祉
・
教
育

環
境
の
整
備
、
④
旧
小
川
東
小
学
校

施
設
の
開
設
に
伴
う
、
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
を
評
価
す
る
。

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
介
護
、
障

害
者
支
援
等
の
福
祉
関
連
事
業
に
つ

な
も
の
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

①
第
３
次
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

で
は
、
人
件
費
の
抑
制
と
事
務
経
費

や
各
種
施
策
の
見
直
し
な
ど
で
コ
ス

ト
を
削
減
し
、
土
地
開
発
公
社
の
経

営
健
全
化
で
は
、
市
が
公
社
所
有
地

の
積
極
的
買
い
取
り
に
よ
り
市
の
債

務
の
削
減
を
図
り
、
市
債
に
つ
い
て

は
、
低
利
率
へ
の
借
り
か
え
を
進
め

る
こ
と
、
②
花
小
金
井
駅
北
口
都
市

基
盤
整
備
事
業
や
小
川
町
一
丁
目
西

部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行
運
行
、

小
川
町
二
丁
目
地
区
地
域
セ
ン
タ
ー

用
地
の
購
入
と
い
っ
た
新
規
事
業
へ

の
着
手
、
③
小
・
中
学
校
の
耐
震
診

断
・
補
強
工
事
や
小
学
校
図
書
の
充

助
の
対
象
者
拡
大
、
保
育
料
軽
減
策

な
ど
も
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

第
２
は
、
市
政
の
主
人
公
で
あ
る

市
民
の
市
政
へ
の
参
画
、
情
報
公
開
、

協
働
の
推
進
に
配
慮
し
て
い
な
い
こ

と
で
、
旧
小
川
東
小
学
校
の
施
設
活

用
計
画
で
は
、
市
民
参
画
の
一
定
の

改
善
は
認
め
る
が
、
募
集
人
数
が
少

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
各
個
人

の
自
己
決
定
権
が
保
障
さ
れ
る
と
い

う
点
で
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
の
自
治
体
の
役
割
は
、
個
人

の
自
己
決
定
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
基
盤
整

備
を
図
り
、
第
三
者
評
価
に
よ
る
質

の
向
上
と
選
択
権
を
保
障
し
、
権
利

侵
害
の
な
い
よ
う
権
利
擁
護
の
体
制

を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
５９
億
７
千
８
百

３０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
億

２
千
５
百
６０
万
円
の
減
で
す
。

〈
歳
入
〉
下
水
道
使
用
料
は
、
世

帯
数
は
ふ
え
て
い
る
も
の
の
大
口
・

中
口
使
用
者
の
汚
水
排
水
量
が
減

少
し
て
お
り
、前
年
度
と
比
べ
２
・

４
％
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
雨
水
及
び
汚
水
の
整
備

事
業
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
公

共
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
、

市
債
に
対
す
る
償
還
金
で
あ
る
公

債
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
１９
億
３
千
４
百

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
６

千
７
百
万
円
の
増
で
す
。

〈
歳
入
〉
東
京
都
か
ら
の
委
託
金

が
８９
・
４
％
を
占
め
、
そ
の
ほ
か

は
下
水
道
使
用
料
徴
収
事
務
委
託

金
で
す
。

〈
歳
出
〉
道
路
工
事
に
伴
う
配
水

管
布
設
が
え
、
無
ラ
イ
ニ
ン
グ
管

取
り
か
え
工
事
等
を
施
工
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
給
水
人
口
は
、

１８
万
３
千
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。


